
第 58 号（5）

一般質問（4）、用語の解説

西東京市

待
機
児
対
策
に
つ
い
て

質
問　

子
ど
も
・
子
育
て
新
制

度
へ
向
け
、
具
体
的
な
取
り
組

み
は
。

答
弁　

ニ
ー
ズ
調
査
を
行
い
教

育
・
保
育
の
必
要
量
見
込
み
を

把
握
し
、
計
画
を
策
定
す
る
。

質
問　

待
機
児
童
の
保
護
者
へ

の
情
報
提
供
や
ア
フ
タ
ー
フ
ォ

ロ
ー
が
必
要
と
考
え
る
が
見
解

は
。

答
弁　

市
民
や
利
用
者
か
ら
の

要
望
が
多
い
こ
と
は
理
解
し
て

い
る
。
保
育
園
を
退
職
し
た
園

長
や
子
育
て
施
設
の
状
況
を
理

解
し
て
い
る
職
員
が
適
任
で
は

な
い
か
と
検
討
を
進
め
て
い
る
。

子
育
て
支
援
に
つ
い
て

質
問　

個
性
や
発
達
に
合
わ
せ

子
ど
も
の
育
ち
に
お
い
て
継
続

し
た
支
援
が
必
要
と
考
え
る
が

市
の
見
解
は
。

答
弁　

国
は
小
学
校
と
の
積
極

的
な
連
携
を
図
る
こ
と
を
求
め

て
い
る
。
本
市
で
は
保
育
要
録
、

指
導
要
録
、
就
学
支
援
ノ
ー
ト

の
取
り
組
み
の
ほ
か
、
保
育
園

と
小
学
校
の
交
流
も
一
部
で
行

わ
れ
て
い
る
。

地
域
防
災
計
画
に
つ
い
て

質
問　

公
立
保
育
園
に
は
災
害

時
の
参
集
義
務
が
あ
る
が
、
民

営
化
さ
れ
た
保
育
園
の
位
置
づ

け
は
。

答
弁　

保
育
園
は
福
祉
避
難
施

設
と
し
て
乳
幼
児
や
妊
産
婦
な

ど
災
害
時
要
援
護
者
に
配
慮
し

た
施
設
と
し
て
必
要
に
応
じ
て

開
設
さ
れ
る
。
公
設
民
営
保
育

園
と
は
避
難
施
設
の
運
営
方
法

に
つ
い
て
今
後
協
議
し
て
い
く
。

質
問　

自
治
体
に
よ
っ
て
は
ふ

る
さ
と
納
税
で
特
産
物
の
贈
呈

な
ど
の
シ
ス
テ
ム
が
あ
る
が
、

市
税
の
流
出
に
つ
な
が
っ
て
い

な
い
か
。

答
弁　

各
自
治
体
の
状
況
の
把

握
に
努
め
る
。

質
問　

バ
ス
停
へ
の
ベ
ン
チ
設

置
を
積
極
的
に
で
き

な
い
か
。

答
弁　

設
置
す
る
こ

と
で
円
滑
な
通
行
や

歩
行
者
の
安
全
性
の

確
保
に
影
響
が
な
い

か
検
証
す
る
。
民
間

バ
ス
事
業
者
に
対
し

て
は
検
討
を
要
望
す

る
。

質
問　

シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
は
、
高

齢
者
の
社
会
参
加
の

促
進
や
生
き
が
い
対

策
に
つ
な
が
る
。
支

援
の
状
況
は
。

答
弁　

高
齢
者
の
生
き
が
い
就

労
の
提
供
が
で
き
る
よ
う
、
今

後
も
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

に
対
す
る
支
援
を
行
っ
て
い
く
。

質
問　

公
共
施
設
に
無
線
Ｌ
Ａ

Ｎ
や
ス
マ
ホ
充
電
設
備
な
ど
の

導
入
は
で
き
な
い
か
。

答
弁　

最
近
で
は
店
舗
な
ど
で

そ
の
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
が
始
め

ら
れ
て
い
る
こ
と
は
承
知
し
て

い
る
。
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
関
す

る
課
題
も
増
え
て
い
る
の
で
、

今
後
の
研
究
課
題
に
さ
せ
て
い

た
だ
き
た
い
。

質
問　

郵
便
局
や
コ
ン
ビ
ニ
で
、

印
鑑
証
明
・
住
民
票
を
受
け
取

る
サ
ー
ビ
ス
を
導
入
で
き
な
い

か
。

答
弁　

現
在
の
市
民
カ
ー
ド
か

ら
個
人
番
号
カ
ー
ド
へ
の
切
り

か
え
も
あ
る
。
多
方
面
か
ら
検

討
を
行
う
。

小
規
模
校
統
廃
合
に
つ
い
て

質
問　

小
規
模
４
校
の
統
廃
合

は
、
統
廃
合
先
に
あ
り
き
で
は

な
く
、
的
確
な
情
報
を
提
供
し
、

保
護
者
な
ど
関
係
者
と
十
分
な

論
議
と
納
得
の
も
と
で
進
め
る

べ
き
だ
。
性
急
な
進
め
方
、
誘

導
的
な
意
識
調
査
な
ど
問
題
が

多
い
。
な
ぜ
、
平
成
27
年
度
実

施
な
の
か
。

答
弁　

閉
校
と
な
る
泉
小
学
校

の
児
童
へ
の
影
響
を
最
小
限
に

す
る
た
め
だ
。

学
校
選
択
制
に
つ
い
て

質
問　

学
校
選
択
制
は
、
学
校

同
士
を
競
争
さ
せ
、
子
ど
も
た

ち
が
集
中
す
る
学
校
と
減
少
す

る
学
校
を
生
み
出
す
な
ど
問
題

が
多
い
。
本
市
の
学
校
選
択
制

と
単
学
級
に
な
っ
て
い
る
泉
小

学
校
の
関
係
に
つ
い
て
見
解
を

伺
う
。

答
弁　

学
校
選
択
制
度
で
泉
小

学
校
の
児
童
が
減
少
し
て
い
る

こ
と
は
認
識
し
て
い
る
。

意
見　

認
識
し
て
い
た
な
ら
、

単
学
級
に
な
る
こ
と
を
防
ぐ
手

だ
て
を
と
る
べ
き
だ
。

保
育
制
度
に
つ
い
て

質
問　

社
会
保
障
の
大
改
悪
が

盛
り
込
ま
れ
た
社
会
保
障
制
度

改
革
国
民
会
議
の
最
終
報
告
書

で
は
、
保
育
士
の
配
置
基
準
を

緩
め
る
な
ど
の
改
悪
が
狙
わ
れ

て
い
る
。
現
状
と
見
解
に
つ
い

て
伺
う
。

答
弁　

国
の
定
め
る
事
項
は
遵

守
し
、
自
治
体
で
定
め
る
事
項

は
、
さ
ま
ざ
ま
な
議
論
を
し
て

決
定
し
て
い
き
た
い
。

質
問　

８
月
１
日
か
ら
生
活
保

護
基
準
の
引
き
下
げ
が
強
行
さ

れ
、
今
後
３
年
間
で
平
均
6.5
％

に
及
ぶ
。
受
給
者
へ
の
影
響
は
。

あ
わ
せ
て
保
護
基
準
を
適
用
対

象
の
目
安
と
し
た
、
暮
ら
し
を

支
え
る
各
制
度
の
保
育
料
や
就

学
援
助
、
医
療
・
介
護
保
険
料

減
免
な
ど
に
つ
い
て
の
影
響
と

対
策
に
つ
い
て
問
う
。

答
弁　

１
世
帯
当
た
り
平
均

２
千
370
円
の
減
額
、
保
護
停
止

は
３
世
帯
３
人
で
あ
る
。
影
響

が
想
定
さ
れ
る
制
度
に
つ
い
て

は
、
認
定
期
間
中
の
サ
ー
ビ
ス

は
そ
の
ま
ま
継
続
す
る
。
次
年

度
以
降
の
対
応
に
つ
い
て
は
、

国
や
都
の
動
向
を
注
視
し
、
適

切
に
対
応
し
て
い
く
。

意
見　

次
年
度
以
降
も
市
民
生

活
を
守
る
対
策
を
と
る
べ
き
だ
。

質
問　

国
民
健
康
保
険
料
の
あ

り
方
と
国
民
健
康
保
険
会
計
の

東
京
都
へ
の
移
管
に
つ
い
て
問

う
。

答
弁　

国
保
会
計
に
つ
い
て
は

適
正
な
歳
出
見
込
み
に
努
め
、

財
源
不
足
を
補
う
繰
入
金
の
ル

ー
ル
化
を
図
る
。
東
京
都
へ
の

移
管
に
つ
い
て
は
、
都
と
市
の

役
割
分
担
の
課
題
が
あ
り
、
財

政
的
な
構
造
の
問
題
解
決
に
は

な
ら
な
い
と
認
識
し
て
い
る
。

意
見　

一
般
財
源
か
ら
の
繰
入

金
の
増
額
と
、
削
減
さ
れ
続
け

て
い
る
国
庫
負
担
金
の
増
額
で

国
保
料
の
引
き
下
げ
は
で
き
る
。

東
京
都
へ
の
移
管
は
、
さ
ら
な

る
国
保
料
の
大
幅
引
き
上
げ
に

つ
な
が
り
、
地
域
や
加
入
者
の

意
見
の
反
映
を
難
し
く
す
る
。

質
問　

新
都
市
建
設
公
社
が
市

を
代
行
し
て
下
水
道
幹
線
工
事

の
入
札
を
行
っ
た
。

　

６
社
が
応
札
し
、
入
札
価
格

が
最
も
高
か
っ
た
Ａ
社
が
落
札

（
落
札
率
86
％
）
し
、
Ｂ
・

Ｃ
・
Ｄ
・
Ｅ
の
４
社
が
最
低
制

限
価
格
を
下
回
っ
て
失
格
し
た
。

　

本
市
の
最
低
制
限
価
格
設
定

基
準
は
予
定
価
格
の
80
％
か
ら

67
％
の
範
囲
で
決
定
す
る
。

　

技
術
点
が
最
も
高
く
、
入
札

価
格
が
下
か
ら
２
番
目
に
低
か

っ
た
Ｂ
社
は
予
定
価
格
の
77
％

で
応
札
し
て
失
格
し
た
。

　

Ｄ
社
の
入
札
価
格
は
予
定
価

格
の
82
％
で
失
格
し
た
。

　

市
が
直
接
入
札
を
行
え
ば
、

Ｂ
・
Ｄ
社
は
市
の
最
低
制
限
価

格
設
定
基
準
内
で
あ
っ
た
。
Ｄ

社
が
落
札
す
れ
ば
市
民
の
税
金

は
、
３
千
万
円
、
Ｂ
社
の
場
合

は
６
千
万
円
を
節
約
で
き
た
は

ず
で
あ
る
。

　

新
都
市
建
設
公
社
へ
の
特
命

随
意
契
約
に
よ
っ
て
市
民
に
不

利
益
を
も
た
ら
し
た
。
行
政
事

務
代
行
は
検
討
す
べ
き
。

市
長　

入
札
手
続
は
東
京
都
に

準
じ
て
お
り
、
公
平
性
、
透
明

性
、
競
争
性
は
確
保
さ
れ
て
い

る
。　
　

意
見　

新
都
市
建
設
公
社
は
最

低
制
限
価
格
を
公
表
し
て
い
な

い
し
、
応
札
価
格
が
最
も
高
い

Ａ
社
が
落
札
す
る
の
で
は
、
公

平
性
、
透
明
性
、
競
争
性
が
確

保
さ
れ
て
い
る
と
は
言
い
が
た

い
。
検
討
せ
よ
。

　

前
号
（
第
57
号　

平
成
25
年
８
月
15
日
）
の
記
事
に
一
部
誤
り
が
あ
り

ま
し
た
。
次
の
と
お
り
訂
正
す
る
と
と
も
に
、
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

５
面　

代
表
質
問
・
一
般
質
問
の
要
旨
（
日
本
共
産
党
西
東
京
市
議
団

記
事
内
写
真
タ
イ
ト
ル
）

（
正
）
太
陽
熱
温
水
シ
ス
テ
ム

（
誤
）
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

用
語
の
解
説

＊
め
ぐ
み
ち
ゃ
ん
メ
ニ
ュ
ー
事
業

　

農
業
振
興
を
図
る
と
と
も
に
、
地
域
経
済
の
活
性
化
を
促
進
す
る

こ
と
を
目
的
に
平
成
25
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
事
業
。

　

市
内
産
農
産
物
を
使
用
し
た
飲
食
物
（
加
工
品
や
土
産
物
等
を
含

む
。）
を
飲
食
店
等
の
協
力
で
メ
ニ
ュ
ー
化
し
提
供
し
て
い
る
。

　

現
在
は
「
め
ぐ
み
ち
ゃ
ん
メ
ニ
ュ
ー
提
供
店
」
と
し
て
14
店
が
認

定
さ
れ
て
い
る
。

＊
オ
レ
ン
ジ
手
帳

　

地
域
で
生
活
す
る
認
知
症
の
方
が
、
自
身
の
検
査
や
症
状
の
経
過
、

服
薬
の
状
況
等
を
記
入
す
る
た
め
の
手
帳
。

　

医
療
機
関
を
受
診
し
た
り
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
際
に
手

帳
を
提
示
す
る
こ
と
で
、
医
療
機
関
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
、
介
護
サ

ー
ビ
ス
事
業
者
等
の
各
機
関
が
情
報
を
共
有
し
連
携
す
る
こ
と
が
で

き
、
よ
り
よ
い
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
る
。

子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
育
ち
を
地
域

で
見
守
る
ま
ち
、
西
東
京
市
へ石

塚　

真
知
子
（
改
革
）

コ
ン
ビ
ニ
で
印
鑑
証
明
書
・
住
民
票
が

取
れ
る
よ
う
に
な
ら
な
い
か
？坂井　

か
ず
ひ
こ
（
改
革
）

小
規
模
校
の
統
廃
合
は
、
子
ど
も
の

最
善
の
利
益
を
中
心
に
十
分
な
論
議
を

保
谷　

清
子
（
共
産
）

入
札
価
格
が
最
も
高
い
企
業
体
が
落
札

し
た
特
命
随
意
契
約
は
検
討
す
る
べ
き

安
斉　

慎
一
郎
（
共
産
）

生
活
保
護
基
準
引
き
下
げ
の
広
範
な

影
響
か
ら
市
民
の
暮
ら
し
を
守
れ藤

岡　

智
明
（
共
産
）

お
詫
び
と
訂
正

田無庁舎前バス停ベンチ


